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高野山と諏訪との縁について語る岩崎宥全住職
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年
1
月
2
日
に
唱
え
ら
れ
て
い
た

と
す
る
に
は
、
さ
ら
に
検
証
が
必

要
だ
が
、
「
少
な
く
と
も
高
野
山
、

で
諏
訪
大
明
神
を
拝
ん
で
い
た
と

い
う
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
」
と
語

った。

岩
崎
住
職
（
凱
隆
鴇
）
解

諏
訪
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
研
究
、
発
信
す
る
大
昔
胡
査
会
（
諏
訪
市
）
鱒

1
6
日
夜
、
学
習
会
「
大
昔
カ
フ
ェ
」
を
同
市
の
駅
前
交
流
テ
ラ
ス
す
わ
っ
チ
ャ
オ
で
開
い
た
。
世
界

遺
産
・
高
野
山
と
諏
訪
地
域
の
縁
に
つ
い
て
真
言
宗
の
僧
侶
で
仏
法
紹
隆
寺
（
同
市
四
賀
）
の
岩
崎
へ

宥
全
住
職
が
解
説
し
た
。

高
野
山
は
、
江
戸
時
代
ま
で
続

い
た
神
と
仏
を
」
緒
に
ま
つ
る
神

仏
習
合
の
時
代
茫
諏
訪
神
社
（
規

諏
訪
大
社
）
と
と
も
に
あ
っ
た
神

宮
寺
と
関
係
が
深
く
、
岩
崎
住
職

に
よ
る
と
、
神
宮
寺
の
住
職
が
高

（
野
村
知
秀
）

野
山
に
あ
る
金
剛
頂
院
の
住
職
を

兼
ね
、
同
院
の
住
職
が
神
宮
寺
の

住
職
を
兼
ぬ
た
歴
史
が
あ
る
と
い

う。
学
習
会
で
は
、
垂
亘
等
高
野

山
、
総
本
山
の
金
剛
峯
寺
な
ど
に

づ
い
て
語
っ
た
上
で
諏
訪
と
の
つ

な
が
り
を
紹
介
。
高
野
山
之
院
に

は
江
戸
時
代
、
諏
訪
地
域
を
治
め

た
高
島
藩
歴
代
藩
主
、
諏
訪
家
の

墓
所
が
あ
る
。
諏
訪
家
の
墓
所
は

初
代
藩
主
の
頼
水
が
茅
野
市
ち
の
・

の
頼
岳
寺
、
2
代
目
以
降
が
諏
訪

市
場
の
脇
の
温
泉
寺
に
あ
る
が
、

高
野
山
に
あ
る
の
は
、
頼
水
の
父
、

頼
忠
か
ら
明
治
以
前
に
亡
く
な
っ

た
歴
代
藩
主
の
髪
や
爪
な
ど
体
の

一
部
を
納
め
た
供
養
塔
群
。
5
6
億

7
0
0
0
万
年
後
に
降
臨
す
る
と

さ
れ
る
帥
猷
憲
の
御
利
益
を
受

け
よ
う
と
全
国
の
大
名
が
墓
所
を

構
え
た
中
に
諏
訪
家
も
あ
る
。
た

だ
、
高
島
藩
は
江
戸
時
代
初
期
か

ら
末
期
ま
で
一
貫
ん
て
諏
訪
家
が

藩
主
を
務
め
た
た
め
、
ほ
か
の
大

名
家
と
比
べ
、
墓
所
が
広
い
。

二
」
の
他
、
高
野
山
の
根
本
大
塔

再
建
の
た
め
の
寄
進
に
関
す
る
江

戸
時
代
の
資
料
に
は
「
仏
法
紹
隆

寺
し
こ
上
ノ
神
宮
寺
」
、
「
下
ノ
神

宮
寺
」
な
ど
諏
訪
地
域
の
寺
院
の

表
記
が
あ
る
こ
と
も
紹
介
し
た
が

ま
た
、
茅
野
市
玉
川
の
長
円
寺

に
残
る
古
文
書
の
写
本
に
よ
る

と
、
袖
と
仏
を
一
緒
に
ま
つ
る
神

仏
習
合
の
時
代
に
生
ま
れ
た
経
で

2
0
2
2
■
年
に
行
わ
れ
た
神
宮
寺

由
来
の
仏
像
の
」
斉
公
開
企
画

「
諏
訪
神
仏
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

際
に
岩
崎
住
職
が
諏
訪
大
社
の
神

前
で
奉
納
し
た
諏
訪
大
明
神
に
さ

さ
げ
る
轟
轟
藍
」
が
毎
年

「
正
月
二
日
早
朝
」
に
高
野
山
で

唱
え
ら
れ
て
い
た
と
す
る
記
載
内

容
も
紹
介
し
た
。
岩
崎
住
職
は
毎


